
計算書類に対する注記（法人全体用） 

 

１．継続事業の前提に関する注記 

 該当なし 

２．重要な会計方針 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

  該当なし 

（２）固定資産の減価償却の方法 

  ・建物並びに器具及び備品：定額法 

  ・リース資産 該当なし 

（３）引当金の計上基準 

  ・退職給付引当金  長野県社会福祉協議会が運営する退職金制度に加入しており、その積立金を

計上。 

３．重要な会計方針の変更 

 該当なし 

４．法人で採用する退職給付制度 

（１）独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済に加入 

（２）長野県社会福祉協議会の長野県民間社会福祉事業従事者退職年金共済に加入 

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分 

 当法人が作成する計算書類は以下のとおりとなっている。 

（１）法人全体の計算書類（第 1号の 1様式、第 2号の 1様式、第 3号の 1様式） 

（２）事業区分別内訳表（第 1号の 2様式、第 2号の 2様式、第 3号の 2様式） 

  当法人の事業区分は社会福祉事業のみであるため作成を省略している。 

（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第 1号の 3様式、第 2号の 3様式、第 3号の 3様式） 

（４）拠点区分におけるサービス区分の内容 

  ポーチ有旅の丘拠点 

  「法人本部」 

  「就労継続支援 B型事業」 

  「生活介護事業」 

  ボスケット拠点 

  「生活介護事業」 

  「指定特定相談支援事業」 

６．基本財産の増減の内容及び金額 

 基本財産の増減の内容及び金額は、以下のとおりである。 

                                   （単位：円） 

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

土地 30,265,307 105,097 0 30,370,404 

建物 89,429,647 0 6,483,072 82,946,575 

合計 119,694,954 0 6,483,072 113,316,979 

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し 



 該当なし 

８．担保に供している資産 

 担保に供されている資産は以下のとおりである      （単位：円） 

ボスケット 68,445,098 

千曲市大字森字南小路 2115番地 1と 2 8,742,100 

計 77,187,198 

 担保している債務の種類及び金額は以下のとおりである  （単位：円） 

福祉医療機構 設備資金借入金 42,480,000 

計 42,480,000 

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

                                   （単位：円） 

 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建物（基本財産） 170,762,210 87,815,635 82,946,575 

建物 9,961,855 5,962,664 3,999,191 

車両運搬具 29,185,456 21,192,438 7,993,018 

構築物 4,902,040 1,323,546 3,578,494 

器具及び備品 28,365,193 20,793,743 7,571,450 

合計 243,176,761 137,088,022 106,088,739 

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は、以下のとおりである。 

                                  （単位：円） 

 債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高 

事業未収金 20,689,259 0 20,689,259 

未収金 182,226 0 182,226 

合計 20,871,485 0 20,871,485 

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

 該当なし 

１２．関連当事者との取引の内容 

 該当なし 

１３．重要な偶発債務 

 該当なし 

１４．重要な後発事象 

 該当なし 

１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け 

 該当なし 

１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明ら

かにするために必要な事項 

 （寄付金の状況） 

当期に受け入れた寄付金の総額は 16,474,207円である。そのうち 12,974,207円は穂苅紀雄氏より 



ボスケットの施設整備（増築事業）のため、また 3,500,000 円は自動車総連よりボスケットの車両購入

のための指定寄付金であり、当該指定寄付金のうち未使用額 12,974,207円については、翌期以降におい

て当該目的に使用する予定である。 

（国庫補助金等特別積立金の状況） 

当期において、ボスケットの車両購入に係る福祉カンパ 3,500,000 円の交付を受け、当該補助金に対

応する固定資産の取得に伴い、国庫補助金等特別積立金 3,500,000円を積み立てた。 

この結果、当期末残高は 5,770,315円となった。 

（基本金の状況） 

当期において、13,079,304円を基本金に組み入れた。そのうち隣地（篠ノ井布施五明大平 2293～2297

番地の 3分の 1）の取得に伴い 105,097円を、穂苅氏からの寄付金に伴い 12,974,207円を組み入れ、当

期末残高は 58,123,137円となった。 

（工賃変動積立資産の状況） 

当期において、工賃の支給財源として工賃変動積立資産 27,291円を取り崩した。これにより当期末残

高は 40,534円となった。 

（修繕費積立金の状況） 

当期において、ポーチ有旅の丘では 2,000,000円を、ボスケットでは 12,974,207円を修繕費積立金と

して積み立てる。前者は、将来実施予定施設建物等の大規模修繕に備えるため、後者は施設整備（増築）

のための積立金で、当期末残高は 14,974,207円となった。 

 


